
【やったー先生の教育的真面目さにつけこんで放課後耳かきさせたった！　　シナリオ】

※キャラクターは 23歳の教師です。性格は真面目、困っている生徒を放っておけない、ちょろい。
※授業に集中していない生徒（主人公）を呼び出し、問いただすと、耳がかゆくて集中できないと

のこと。家に両親がおらず、自分で耳かき出来ないという主人公を見かねて、自分がしてあげる

と言い出す～というのが今作の流れです。

先生の真面目さに付け込んで耳かきさせる主人公の下衆さに最後まで気づきません。

※耳かきボイスですので、驚いたり、恥ずかしがったりするシーンでも、極力キンキンしない演技

をお願いいたします。

――――――――――――――――【導入パート】―――――――――――――――――

【通常距離、両耳】

あなた、どうして生徒指導室に呼び出されたかわかる？

他の先生達から報告があったの、あなたが授業中耳ばっかりいじって全然集中してないって…

何か悩みでもあるの？　先生に話してごらんなさい？

（呆れた様子で）

…って言ったそばから耳触って…

え？耳がかゆくてかゆくてたまらない？　そうだったの…ちょっと見せてみて

【近距離、右耳、やや囁き声】

まぁ、けっこう耳垢溜まってるじゃない…これはかゆくなるのもしょうがないわね

【通常距離、両耳】

うちに帰ったらちゃんと自分で耳掃除しときなさいよ？

（家に両親がいないと聞いて、気の毒に思う）

え、自分じゃうまくできない？…ならおうちの人に…って、そっか…君のご両親、お仕事の都合で

しょっちゅう留守にしてるのよね…今日も一人なの？　

【通常距離、両耳、小声】

…かわいそうに…

【通常距離、両耳】（主人公が耳をかきだしたので驚いて）

あ、ちょっと！ダメっそんな指突っ込んじゃ…　え、かゆくってこのままじゃ眠れない？

明日学校来れるかわからないって…そんな大げさな…でも、すごく辛そう…

（決意固めて）

っ…！　わかったわ、先生が耳かきしてあげる！　ダメよ！　困ってる生徒を放っておくわけには

いかないもの…！　先生がスッキリさせてあげるから、ちゃんと明日も学校に来るのよ？　ね？

（主人公は最初からしてもらうつもりでいるが、それに気づかない先生）

謝る事じゃないわ、生徒を助けるのは先生として当然の事よ？　待ってて、保健室で耳かきと綿

棒借りてくるから…えっ？　あ、持ってきてるの？　でも自分でできないんじゃ…念のため？　…そ、

そう…用意がいいのね…じゃあそれ、使わせてもらうわね。



―――――――――――――――【右耳かきパート】――――――――――――――――

【通常距離、両耳】

じゃあそこのソファに…よいしょ、はい、先生の膝枕に頭のせなさい。

フフっ何かしこまってるの？　リラックスしなさい

【通常距離、右耳】（膝に頭をのせられてくすぐったい、の最初のんん…）

んん…始めるから、動いちゃダメよ？　

え！？　やわらかい？　　んもうっ！！　バカな事言わないの！　　

耳かき棒、入れるから、じっとして…ね？　

【近距離、右耳】（耳かき開始、集中した感じで）

ん…んん　かり、かり　入り口から…少しづつ、ね？　

かりかりしていくよ？　かり　かり　かりかり

うん、よく取れてるよ？　少しづつ、中に進んでいくね？　かり、かり　ほらっ　こりこりって…フフフ

気持ちいいの？　それはよかったわ。　ほり、ほり　ほり、ほり…　

（耳かきしながらすまなさそうに）

ゴメンなさい、気づいてあげられなくて　…担任失格だわ…

え？そんなことない？　すごくうれしいって？…んふ///　ありがと♡　

【近距離、右耳、囁き声】

じゃ、奥ね？　動いちゃダメよ？　傷つけないように優しくするけど…痛かったら言ってね？

【近距離、右耳】

ほじ　ほじ　ほじほじ　ほじ…ん…ほじ…っと　あっ痛かった！？　ごめんなさい！　じゃあ、もう少

しだけね…　あ、まって…もう少し…ここに…んん…よし　取れた。

【通常距離、右耳】

次は綿棒ね、細かいカスがまだあるから…入り口から、ごしごしこすっていくね？

【近距離、右耳】

こし、こし　こしこし　ごしごし　ごし、ごし　　ん…んん…こっちも、こしこし　こし、こし

うん、綿棒なら安全だから、よく取れる。　

（褒められてまんざらでもないちょろさ）

もっと速く？　なぁに？注文なんかつけて…へ？　先生すごく上手だから、もっとしてほしい？　ふ、

ふーん…そう、い、いいわよ？
（速めに）

こしこしこしこし　ごしごしごしごし　

あ、ほんとだ…奥の壁にうすーく張り付いたやつが…これよく取れる…くすぐったい？我慢して…

うん　いい感じ　クリクリ回して、あ、ここ？　かゆい所、届いてる？　いっぱいクリクリしてあげる

クリクリクリクリクリ　よし　



【通常距離、右耳】

カスを絡めとるついでに、ふわふわでマッサージするね？　さわさわ　ふわふわ　つつーーっと

中に入れて　くるくるすぽすぽ　ずっぽずっぽ　

【近距離、右耳、囁き声、（）内吸気と耳ふー】

（2秒：ふーっ）　あっゴメン…ビックリした？　取り切れないの、先生の息で吹き飛ばすね？

（5秒：はーっ　ふ～～っ）　（7秒：はーーっ　ふぅ～～～っ）　

あ、あの…ビクビク震えて…大丈夫？　へ？　あ、気持ちいの？　なんだ、そっか　　もう一回する

ね？　（10秒：はーーー　ふぅ～～～～～～～　ふっ）

【近距離、右耳、囁き声】

はい、綺麗になったよ、かゆみ、取れた？　よかった♡

【通常距離、右耳】

次は反対側よ、　こっち向いてね

――――――――――――――ー【左耳かきパート】――――――――――――――――

【通常距離、左耳】（お腹側を向こうとして恥ずかしがっている主人公を見て）

ちょっと、何恥ずかしがってるの？　早くこっち向きなさい。

【通常距離、左耳】（テンパり部分、外に聞かれるとまずいのでやや声抑え気味）

（お腹の匂いをかがれてテンパる）（おだてられてその気になるちょろさ）

はい、じゃあこっちも…へ？　い、いいい匂い！？　何バカな事言ってるの！？　

やっやだちょっと！匂い嗅がないでよ！！　もうっダメったら！！　

…ふぅ　今度やったら今季の成績オール１にするから。　

へ、？　先生が美人で優しくて耳かき上手で母性に溢れててついでに授業も楽しいからつい…？

ん…ま、まぁそう言われて、わ、悪い気はしないけど…あ、あくまでも遊びじゃないんだから…わ、

わかってくれれば…いいわ、うん///

【近距離、左耳】

入れるから…動かないでね…

ん…かり、かり　こり、こり…　こっちもすごい…　ゆっくり…掻いていくね…

かりかり　かり…っと　少しづつ、少しづつ…中に進めて…

ほり…ほり…　　ほりほり　ほりほりほり

（褒められたことを再確認したくてよそよそしい）（お世辞じゃないよと言われ）

ね、ねぇ…さっきのは…本当なの？　そっその、先生が、美人で優しくてどうのこうの…って

お世辞じゃない？　ふ、ふ～ん…

まだ物足りないでしょ？　じっくり掻いてあげる…　　かりかり…かりかり　ほりほりほりほり



【近距離、左耳、（）内耳ふー】

奥入れてくから…じっとしてね？

ん…ほじ　ほじ　　ほじ　ほじほじ　　こりこり　こりりっと

いいよ…そのまま…あと…少し…だから…　　あっ　とれた

（3秒：…ふ～っ）　フフっ、ビックリした？　ゴメンゴメン

【近距離、左耳】（主人公＝オ〇ニー、先生＝耳かき、会話がかみ合ってない）

綿棒入れてくね？　こしこし　こし、こし　まぁ…こしこしこする度に、綿棒に耳垢がいっぱいついて

くる…あなた、ホントに自分では一切しないのね、これだけ溜まってるのも納得だわ…え？しょっ

ちゅう自分でしてる？今朝も？　どういうこと？　だってさっきは自分で出来ないって　　……ん？

【近距離、左耳、囁き声】

ちょっと耳の奥、覗くね…　ん～？やっぱり…

【近距離、左耳、（）内吸気と耳ふー】

こっち側も、奥の壁にいっぱいこびりついてるから、ごしごしこすりとっていくね？

ごしごしごしごし　こしこしこしこし　こしこしこしこしこしこしこしこし

ん、こっち側にも…にうすーく張り付いてる…こそげていくね…

こしこしこしこし　ごしごし　ごしごし　奥も、クリクリして

…ここでしょ？　先生わかってきたよ？

クリクリクリクリ　くるくる…回して…

早くこするよ？　

ふわふわマッサージね、ふわ　ふわ　さわさわ　つつーー…つつつーーーーっと

（20秒：はー…ふぅ～　はーー…ふぅ～～　はーー…ふぅ～～～　…ふっ　ふっ　ふっ　ふ～っ）

【通常距離、左耳】

はい、おしまい　両方ともきれいになったわ　どう？　スッキリした？

【通常距離、両耳】

え？　すごくきもちよかった？　先生のおかげでぐっすり眠れそう？　

ほんと！？　そ、それはよかったわ　じゃ、気を付けて帰るのよ？

（おだてられてその気になったちょろさ）

ね、ねぇ！　また、耳がかゆくなったら、先生に、い、言いなさい…ね？

まぁ、あなたは素直で真面目だし？　事情が事情だし…耳かきくらいなら、先生がまたしてあげる

わ…　あ、でも、ほかの子には内緒だからね？　


